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説明会記録 

説明会名称 幡豆支所周辺の公共施設再配置説明会（鳥羽老人憩の家） 

日 時 令和８年６月２４日(水) 午後７時から午後８時２５分まで 

場 所 鳥羽老人憩の家 

出席者 

【参加者】 

37 名 

 

【事務局】 

資産経営局長 渡辺 英昭 

資産経営局 資産経営課主幹 稲垣 淳一 

資産経営局 資産経営課長補佐 鈴木 勇三 

資産経営局 資産経営課主査 石川 達也 

資産経営局 資産経営課主事 古澤 知佳 

資産経営局 資産経営課技師 牧 春佳 

【関係部局】 

健康福祉部 福祉課長 柵木 史紀 

子ども部 子育て支援課長 本田 尚代 

交流共創部 観光文化振興課長 蛭川 洋行 

交流共創部 観光文化振興課長補佐 近藤貴美代 

教育委員会事務局 教育部次長兼図書館長 犬塚佐重喜 
 

内容 

【記録写真】 

 

 

【意見や質問の要点】 

Q１）公共施設の統廃合について 

・利用者が困るか、困らないかを考えるべきで、必要か必要でないかという質

問はおかしい。 

・総合管理計画について、令和３年度からとのことだが、達成率はどうか。 

 → 津波避難タワーを建設していることもあり、あまり進んでいないのが現     

状 
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Q２）幡豆地区の公共施設の統廃合について 

・児童館は、大嶽基金で建設されたと思うが、関係者に相談はしたのか。 

 → 承知はしている。親戚宅に訪問しても接見できていない。 

・再配置については仕方ないと思うが、丘の上は避難所になっていないか。 

 → 土砂災害危険区域ということもあり、避難所には指定されていない。 

・吉良、一色は新築、新設している。４つの施設を壊すのであれば、ぜひ新築で

お願いしたい。 

・５月１7 日に、いきいきセンター利用者には説明会を開催したが、文化交流セ

ンター利用者への説明がない。 

→ 今後、開催する予定。いきいきセンターについては、機能を廃止すること

から先立って実施した。 

・吉良と一色は新築、幡豆だけリニューアルは納得できない。大反対。 

・西尾市をアピールして、活気づくようにしてほしい。 

・人口減少ありきで説明している。津波避難タワーに関しても、幡豆は海が近

いのに、見捨てられている気がする。リニューアル案も「村の施設」みたいで

軽視されているようだ。 

Q３）支所周辺に集約することについて 

・２か所は不要と思うが建て直してほしい。市は、人口を増やすことを考える

べき。 

・集約の仕方そのものに問題がある。建物の強度などは調査したのか。 

・築４７年も経過しているなら、リニューアルではなく新築し使いやすくすべ

き。 

・今の市長は子育てに注力している。一点集中には賛成だが、児童館や図書館

は、あまり規模は変えないでほしい。 

・丘の上は桜がきれい。南館は、過去には結婚式場として利用され、記念に植樹

していたもの。集約して取壊しとなっても、過去の経緯を考慮してほしい。 

Q４）幡豆いきいきセンターの利用制限について 

・包括関係職員が研修などで利用している。できれば無料のままとしてほしい。 

・支所、社協、包括が一緒になると事務室が手狭に感じる。フリースペースが使

用できればありがたい。 

 → 事務室として区切れるため、セキュリティ面で有効と考えている。 

Q５）文化交流センターの移転統合について 

・南館は、土砂災害警戒区域から外れているため、使えるものは使えばどうか。

利用者の意見をきいてほしい。知らない会員もたくさんいる。 

・南館が残ればすごくうれしい。寄付を受けたピアノがどうなるか気になる。 

・資料館はどのように考えているのか。 

 → 文化財収納施設は、直接、市民が使用するものではないため対象外とし
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ている。収蔵物の移転が可能であれば、取り壊すことも考えている。 

・南館の２階と和室を利用している。２階は音響が優れている。昨年の夏にはエ

アコンが故障しており、３か月、別の場所を利用していた。夜の活動のため、

遠方ではなく、同じ幡豆町内で活動したい。いきいきセンターでは狭く、床が

フローリングで硬い。南館だけでも残してくれるとうれしい。 

Q６）図書館の移転統合について 

・図書コーナーにすると、専門職員がいなくなり不安。専門職員を配置し、対応

できるようにしてほしい。 

・今の図書館が頑丈ならば、頑丈ではない場所に移すのは話が逆では。 

 → 集約化ということで説明した。皆さんの意見をアンケートに記入してほ

しい。 

Q７）リニューアル案について 

・利用者の意見をしっかり聴いたうえで、説明会を実施すべきと感じた。困る人

は置いといて、経費削減ありきの説明になっている。人口減少による集約は

理解できるが、幡豆は寂れる一方と感じる。幡豆にもいいところはたくさん

あるため、賑わいを取り戻せるようなリニューアル案を考えてほしい。 

Q８）その他、ご意見・アイデアなど 

・リニューアル案の貸室はどのように使用するのか。 

 → 文化交流センターの代わりとなるため、有料の貸室となる。 

・外観だけでなく、マネジメント面にもしっかり取り組んでほしい。 

 

～ アンケート用紙を記入・提出いただくよう依頼し、終了 ～ 

 

 


